
音曲 日本赤十字社　奈良県支部
Japanese Red C「oss Society

県民の皆様には、赤十字事業の推進につきまして、日ごろより格別のご協力を賜わり、心から厚くお礼申し上げ

ます。

「災害からいのちを守る日本赤十字社」と「より信頼される日本赤十字社」として、救護活動や被災者支援

などの人道的な活動を行っています。奈良県支部では、 「防災・減災講習」、 「赤十字ボランティアや青少年赤十

字の育成」、災害などで被災された方々の「救護活動」をはじめ、いざという時に役立つ「赤十字講習」や「血液事

業」などさまざまな活動を展開しています。

赤十字活動はすべて、皆さまお一人お一人からの「会費」や「寄付金」、そして多くのボランティアの方々によっ

て支えられております。

皆さまのあたたかいご支援ご協力を賜わりますよう、心からお願い申し上げます。



災害からいのちを守る

地震や台風などで災害にあわれた被災者を救うため、奈良県立病院機構

(奈良県総合医療センター・奈良県西和医療センター) 、高利広域医療企業団

(南奈良総合医療センター) 、市立奈良病院、大和高田市立病院、奈良県立医

科大学附属病院と救護班派遣の委託契約を締結しています。

また、さまざまな被害を想定した訓練や研修への参加や防災ボランティアの

研修に努めるほか、救援物資の配布や義援金の受付なども行なっています。

願彊騒醗酵の撒援鵠擬の醒鰯

南海トラフ地震などの大規模災害に備え、支部では救援物資(毛布・布団・バスタオル・緊急セット・安眠セッ

卜)の備蓄をしていますが、平成29年度より、 「ブルーシート(3,6mX5。4m)」の備

菅を行なうこととしました。

平成28年度に引き続き、

地区分区(市町村)の、災害

救援車を更新します。

また、災害時の救護活動を

円滑にできるよう、企業との物

資提供の協定締結にも取り

組みます。

東日本大震災や熊本地震災害などの災害から学んだ知識や教訓を、今後の

備えとして多くの方に知っていただくため、 「赤十字防災啓発プログラム」を普及し

ています。町内や自治会での集まりに積極的に指導員を派遣しています。

また、奈良県支部でも避難所体験プログラムを取り入れた災害時要援護者生

活支援講習会を実施しています。

(詳しくは、支部にお問い合わせいただくか、奈良県支部のホームぺ-ジをご覧ください。)

世界とつながる

世界1 90の国と地域にある赤十字の一員として、災害や病気・紛争等で苦し

む人々の緊急支援や復興支援、地域保健医療活動にも協力しています。

また、東南アジアの青少年赤十字メンバーとの交流事業として、県下の青少

年赤十字加盟校の中学生や高校生を募集して、相互に派遣や受け入れなどを

実施して、国際理解を深める活動も行っています。
シリア難民キャンプ(ギリシャ)での活動

国内外で活躍

豊かな人間性と看護に関する幅広い能力と、救護の専門知識を兼ね備えた

看護の実践者を育成するため、大阪赤十字看護専門学校に委託し養成事業

を行なっています。また、赤十字看護学生には奨学金制度も設けています。 看護専門学校での実習風景



思いやりを育む

将来をになう児童・生徒が、自ら「気づき・考え・実行する」という生きる力を養

うため、先生等の青少年赤十字指導者の協力のもと、学校教育の現場の中で

豊かな人間性や社会性を育む活動をしています。

先生等を対象とした防災教育研修・セミナーへの

講師派遣や、県下全学校への防災教育教材(DV

D)の配布より、学校における防災教育の普及に取

り組みます。

また、加盟校独自の取り組みや意欲的な活動に

対して支援(助成)制度をもうけています。
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いざという
時に備えて

~大切椋排の苗と健康を守るためにへ

「人間のいのちと健康、尊厳を守る」という、赤十字の使命に基づき、緊急時や災

害時に人命を救う方法や、健康で安全に暮らすための知識と技術を広めるため、

「救急法」 「水上安全法」 「幼児安全法」 「健康生活支援講習」などの講習を実施し

ています。地域包括支援事業にもご利用ください。

※各講習会の開催日程は、奈良県支部にお問い合わせいただくか、奈良県支部のホームぺ-ジをご覧ください。

献血に

ご協力を!!

血液センターでは、県内各地で献血をお願いし、24日

安全な血液を安定的に医療機関へ届けております。血液は、長い

奈良県赤十字血液センター
大和郡山市筒井町600-1丁E」.0743-56-61 00

http://www,narakenketsu,jp/

近鉄奈良駅ビル献血ルーム
奈良市東向中町28奈良近鉄ビル6階
丁E」.0742-22-21 22

期間にわたり保存ができないため、絶えず誰かの血液が必要となります。また、献血者は年々減少傾向にあり、約

1 0年後にはおよそ85万人分が不足すると試算されています。献血にご協力をお願いいたします。

献血 ∴基∴準一 �成分献血 ��全血献血 
血襲 �血小板 �200m」献血 �400鵬」献血 

年　齢 �男女とも �男性18歳- �男女とも �男性17歳- 
69歳※ ��69歳※ 

18歳へ69歳※ �女性18歳~ �16歳の69歳※ �女性18歳- 

54歳 ��69歳※ 

体　重 �男性45kg以上・女性40kg以上 ���男女とも 50kg以上 

※65歳から69歳までの方は、 60歳から64歳までに献血の経験がある方に限ります。



鏑菰措辞繊羅謹製霜帝罪嘉

躍蹴躍籠羅籠議撰集
という気持ちをもった人々の集まりで年齢や性別は問わず、災害救護や

献血の推進、講習会の普及や赤十字事業の推進をはじめ、地域社会の
ニーズに応じた幅広い活動に積極的に参加・協力しています。

全体の取組みとして、地区委員会や研修会の開催、ハンセン療養

施設訪問(岡山県)と里帰り事業への協力などを行なっています。ま

た、地域活動では、防災訓練への参加、モデル奉仕団活動、献血協

力の呼びかけ、グノーンアップならキヤンぺ-ンへの参加、海外たすけあ

いの募金活動と受付協力などの活動のほか、老人ホームでの交流会

や地域での清掃活動、活動資金の募集などに取り組んでいます。

態鰭の艶麗
擬革藷藷鮭擢

無線技士の資格を

活かし、災害時の情

事剛文集や伝達を担う

ため通信訓練や救護

活動を行っています。

擬態籍摘轡
擬革藷韓鮭闇

救急法などの指導

員資格を有し、健康で　騨

安全に暮らすための知

識や技術をったえる講

習を普及しています。
講習指導の様子(包帯法)

藷欒韓擬革馨
醗親藩鮭躍

青少年赤十字の指

導に当たっていた先生

で組織され、青少年赤

十字を支えています。
近畿ブロック研修会の様子

羅讃
擬革韓韓鑑溺

看護師の資格を有

し、公共性の高い行事

への臨時救護などの

活動を行っています。

琵襲
擬革聾蕃鮭躍

勤労青年や大学生

で組織され、献血の呼

びかけや青少年赤十

字のサポートなどを

行っています。

災害発生時に、支

部の救護活動や被災

者支援のための活動

を行っています。



祖寅の名称が

変わります

なぜ?

社員という名称が、株式

会社などの社員や日本赤十

字社の職員を連想し、わかり

にくかったことから、変更いた

します。

赤十字が行う活動は、皆様からの

資金協力とボランティアで支えられ

ています。これまで赤十字の活動を

支援していたたいている方を「社員」とお呼び

していましたが・・・

平成29年4月から

「袖貫」を「重責」に
名称を変更しました。

に、 500円以上を

力いただける方

円以上のご支援で

員及び協力会員の方々に、

窃力いただく活動資金

どう変わる?

ご支援者の方々は、赤十字会員の一員として、これまでどおり、年に500円以

上を目安としたご協力により、日本赤十字社の活動へのご支援をお願いします。

その中で年2,000円以上のご支援いただける方々は、日本赤十字社の運営

に参画する会員として登録させていただき、赤十字事業の活動内容をよりご理解

いただけるよう、機関紙「赤十字NEWS」などを送付いたします。

活動資金と国内義援金と海外救援金の違い
活動資金…災害時の救護、ボランティアの育成、講習普及事業など赤十字の事業に活用されます。

国内義援金…国内の災害で被災された方々に対し、県・市町村と通じて全額被災者に配分されます。

(被災者へ)

海外救援金…海外の災害や紛争等の被災者に対し、赤十字が行なう救援活動や復興支援事業に活用されます。

(本社へ)

このほか活動資金にご支援いただく方法として

近年、遺贈による寄付や相続財産の寄付、香典返しに代えての寄付などでもご支援いただいております。

「CSR活動」で「赤十字」を応援してください

赤十字の活動に継続的にご協力いただく法人・団体様(個人は

除く)で社会貢献をお考えの場合は、 「赤十字支援マーク」をご利用

ください。詳しくは、日本赤十字社奈良県支部総務課までお問い合わせください。

ー赤十字で社会貢献-

十日柿十字社謀議票苦社の 



本赤十字社の表彰制度
中平〇〇〇音 ���一一一∴∵∵一-丁だiごタ‾要事で▼●珊一∴∴二一∴ 　　　　　応需 ��� � 

′鵜考 �ヽ � � � 

支部長表彰状 �活動資金として、一時または累計で 
支部長感謝状 �10万円以上を納められた個人・法人等 

銀色有功章社員 �活動資金として、一時または累計で 
20万円以上を納められた個人・法人等 

金色有功章社員 �活動資金として、一時または累計で 
50万円以上を納められた個人・法人等 

日本赤十字社感謝状 �金色有功章受章後、更に活動資金として 
50万円以上を納められた個人・法人等 

の表彰馳震
∴∴∴∴∴∴∴　　　　　　　　　∴∴∴∴∴　　　∴∴∴∴∴ � �/音主星の・,当∴ � � � � � 

厚生労働大臣感謝状 �活動資金として、 100万円以上を納められた個人 
300万円以上を納められた法人等 

紺綬褒章 �活動資金として、 500万円以上を納められた個人 
1,000万円以上を納められた法人等 

奈良県支部では、5年に一度、 「名誉副総裁」の
ご臨席を賜わり、赤十字大会を開催しています。
・支部創立1 20周年・有功会設立50周年記念奈良県赤十字大会

・平成27年1 1月1 1目二奈良県文化会館国際ホール

税制上の優遇措置
赤十字の活動資金(会員・協力会員など)にご協力いただいた場合は、特定公益法人へ

の特定寄付金として、寄付金額より2千円を差し引いた金額が、年間所得から控除(寄付

金控除)されます。

また、赤十字以外の特定寄付金と合算することができます。

サラリーマン等で源泉徴収を受けている方は、確定申告をすることで課税対象額が減り、

税金の還付を受けることもできます。

※詳しくは最寄りの税務署などにお問い合わせください。

社資収入(地区分区(市町村〉及び支部を通じた個人、法人からの社費、寄付金)

補助金及び交付金収入　(日本赤十字社本社からの交付金)

繰入金収入(住民税控除対象の海外救援金:ネパール地震救援金)

雑収入(講師派遣収入、講習用教材費収入等)

前年度繰越金

1 45,「 04,521

3,271 ,000

9,348,1 91

8,841 ,408

8,629,1 59

1 75,1 94,279

1 6,559,380

34,531 ,677

1 0,448,429

社資収入

補助金及び交付金収入

繰入金収入

雑収入

前年度繰越金

1 67,000,000

2,704,000

1 ,100,000

5,396,000

800,000

1 77,000,000

災害救護事業費(災害に備えた救護装備費、救援物資整備費、医療救護訓縄、救護看護師養成費等)

社会活動費(救急法等講習普及費、奉仕団及び青少年赤十字育成費、血液事業普及費)

国際活動費　(ケニア地域保健強化事業費:近畿共同事業費)

国際救援事業費(ネパール地震救援金)

指定事業地方振興費(救護資機材費、救援物資整備費)

国際活動基金(ネパール地震救援金)

地区分区交付金支出(地区分区(市町村〉に掛ナる赤十字活動費)

社業振興費(赤十字思想の普及啓発費、社資・義援金募集費、社員管理費、全国赤十字大会参加費)

積立金支出　(災害発生に備えた積立金等)

総務管理費(支部の事業管理運営費)

資産取得及び資産管理費　(施設管理費)

本社送納金支出　(日本赤十字社本社への送納金)

12,348,191

1 1 ,504,656

28,891 ,639

1 0,697,024

24,688,1 79

996,368

1 9,463,449

災害救護事業費

社会活動費

国際活動費

指定事業地方振興費

地区分区交付金支出

社業振興費

積立金支出

総務管理費

資産取得及び資産管理費

本社送納金支出

24,490,000

42,780,000

1 ,100,000

4,000,000

1 6,390,000

27,020,000

5,1 00,000

26,930,000

2,592,000

24,000,000

支出合計

次期繰越金

1 70,1 28,992

5,065,287

予備費

支出合計


